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一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

石
綿
関
連
の
講
習
は
受

講
希
望
者
が
多
い
た
め
、

希
望
す
る
日

程
で
受
講
で

き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま

す
。

　

受
講
希
望

者
は
、
受
講

資
格
・
受
講

日
程
等
の
確

認
を
早
め
に

所
属
支
部
ま

た
は
、
実
施

機
関
へ
お
問

い
合
せ
く
だ

さ
い
。

17
人
が
出
席
し
、
建
設
国

保
の
育
成
・
強
化
、
建
設

業
の
働
き
方
改
革
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
促
進
に
つ
い
て
な

ど
活
発
な
議
論
を
行
い
ま

し
た
。

　

初
日
の
全
体
会
議
で
は
、

　

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

対
策
に
お
い

て
、
マ
ス
ク

に
関
す
る
問

題
が
多
い
。

　

マ
ス
ク
非

着
用
で
の
飛

行
機
搭
乗
拒
否
、
棋
士

反
則
負
け
、
入
店
拒
否

等
、
色
々
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
て
い
る
。

　

海
外
で
は
マ
ス
ク
を

外
し
生
活
す
る
人
が
増

え
て
き
た
が
、
日
本
で

は
着
用
率
85
％
以
上
と
、

先
進
国
の
中
で
突
出
し

て
い
る
。
周
り
の
人
に

合
わ
せ
気
を
遣
う
、
日

本
人
の
国
民
性
を
表
し

て
い
る
。

　

今
年
の
流
行
語
大
賞

の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
に
『
顔

パ
ン
ツ
』
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
他

人
へ
の
迷
惑
防
止
や
自

己
防
衛
の
観
点
も
あ
る

が
、
日
本
人
に
と
っ
て

は
も
う
顔
を
隠
す
の
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

マ
ス
ク
の
秘
め
る
可

能
性
は
と
て
も
奥
深
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
有
効
で
あ
り
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
と

し
て
も
優
秀
だ
。
機
能

面
で
も
見
た
目
で
も
、

個
性
的
な
マ
ス
ク
が
増

え
た
の
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
。
上
手
に
『
着

こ
な
し
』
て
、
世
界
の

モ
デ
ル
に
な
る
よ
う

な
、
日
本
の
い
ち
早
い

コ
ロ
ナ
の
終
息
を
目
指

し
た
い
も
の
だ
。
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魅
力
あ
る
建
設
産
業
へ

３
年
ぶ
り
の
対
面
開
催

　
「
組
織
拡
大
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
推
進
で
、
物
価
上
昇

を
上
回
る
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
を
実
現
し
よ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
10
月
19
日
か
ら
21
日
ま

で
の
３
日
間
、
全
建
総
連
第
63
回
定
期
大
会
が
徳

島
県
徳
島
市
の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
を
本
会
議
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

認
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
役
員
選
出
で

は
、
新
役
員
を
代
表
し
て

中
西
中
央
執
行
委
員
長
か

ら
「
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
な

が
ら
今
後
も
運
動
を
進
め
、

魅
力
あ
る
、
若
者
に
選
ば

れ
る
建
設
産
業
、
そ
し
て

頼
り
に
な
る
全
建
総
連
を

目
ざ
し
て
、
し
っ
か
り
と

運
動
を
進
め
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
建
労
岡
山
の

妹
尾
副
委
員
長
が
選
挙
管

理
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
大
会
表
彰

で
は
、
建
設
労
働
者
の
生

活
と
権
利
を
守
る
た
め
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し

　
【
労
働
対
策
部
】建
築

物
等
の
解
体
・
改
修
工

事
の
事
前
調
査
結
果
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
は
、
一
定

規
模
以
上
の
工
事
に
つ

い
て
は
元
請
事
業
者
が

事
前
調
査
結
果
を
報
告

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
（
下
記

参
照
）。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年

10
月
か
ら
は
、
事
前
調

　

今
年
は
参
加
者
の
数
を

絞
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
会
に
は
全
建

総
連
傘
下
50
県
連
・
組
合

か
ら
１
，
１
５
２
人
が
集

結
。
う
ち
建
労
岡
山
か
ら

は
代
議
員
15
人
を
含
む
計

中
西
中
央
執
行
委
員
長
や

地
元
組
合
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
勝
野
書
記
長
に
よ
る

経
過
報
告
が
あ
り
、
代
議

員
か
ら
は
「
建
材
・
物
価

高
騰
対
策
の
た
め
に
、
踏

み
込
ん
だ
取
り
組
み
を
」

な
ど
の
積
極
的
な
報
告
、

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
市
内
９
会
場

に
分
か
れ
て
専
門
部
ご
と

の
分
科
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
組
織
分
科
会
で
は
組

織
拡
大
表
彰
が
行
わ
れ
、

20
県
連
・
組
合
が
増
員
達

成
。
建
労
岡
山
も
年
間
51

人
の
組
織
増
員
に
よ
り
、

表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

　

教
宣
分
科
会
で
は
機
関

紙
１
０
０
号
節
目
表
彰
と

し
て
、
倉
敷
、
岡
山
、
高

梁
、
井
原
の
４
支
部
と
本

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
各
分
科
会
の

報
告
に
続
い
て
、
第
63
期

の
運
動
方
針
・
予
算
案
が

採
決
。
力
を
合
わ
せ
て
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
確

査
は
石
綿
含
有
建
材
調
査

者
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

建
築
物
石
綿
含
有
建
材

調
査
者
講
習
は
、
建
設
業

労
働
災
害
防
止
協
会
岡
山

県
支
部
、
岡
山
県
労
働
基

準
協
会
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
受
講
資
格
と
し
て

「
石
綿
作
業
主
任
者
技
能

講
習
修
了
者
」
ま
た
は
、

「
11
年
以
上
の
建
築
に
関

す
る
実
務
経
緯
」
な
ど
の

全建総連
第63回
定期大会

日
程
等
は
早
め
の
確
認
を

令
和
５
年
10
月
か
ら
条
件
強
化

選挙管理委員長を務めた妹尾副執行委員長

組織拡大を図ろう
未加入者に声をかけて、仲間を増やそう

10月末組織人員 11,919人

３年ぶりに気合いを込めた団結ガンバロウ

て
、
建
労
岡
山
か
ら
は
熊

代
賃
金
対
策
部
長
が
全
建

総
連
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
全
員
に

よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で

３
日
間
に
及
ぶ
定
期
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

　【
岩
谷
執
行
委
員
長
】建

労
岡
山
は
70
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大

会
で
は
、
代
々
引
き
継

い
で
い
る
破
れ
傘
を
使

っ
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

阿
波
踊
り
に
迎
え
ら
れ
、

先
輩
方
が
築
き
上
げ
た

こ
と
を
引
き
継
ぎ
、
感

謝
し
、
組
合
活
動
に
更

に
懸
命
に
取
り
組
む
決

意
を
固
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
、急
激
な
円
安
、

資
材
価
格
の
高
騰
、
建

設
職
人
の
賃
金
問
題
な

ど
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

も
、
全
国
の
組
合
が
統
一

し
た
運
動
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

若
者
が
定
着
す
る
魅
力

あ
る
建
設
業
に
す
る
た
め

に
、
ま
た
私
た
ち
の
運
動

が
組
織
の
大
き
な
前
進
に

繋
が
る
よ
う
に
、
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

全建総連表彰
熊代賃金対策部長 組織拡大表彰・西原組織対策部長（右）

石綿事前調査結果報告システム
https://www.ishiwata-houkoku.mhlw.go.jp
※システムの利用には認証システム
（gビズID）のアカウント作成が必要です。

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
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青年部存続の危機
仲間の活動への協力願う

　
【
青
年
部
　
野
上
清

登（
36
歳
・
苫
田
西
）】

シ
ャ
ッ
タ
ー
工
を
始
め

て
７
年
経
過
し
、
お
陰

様
で
毎
日
忙
し
く
走
り

回
っ
て
い
ま
す
。
組
合

で
は
現
在
、
支
部
役
員

と
本
部
幹
事
を
兼
任
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

幹
事
に
な
っ
て
色
々
と

活
動
計
画
を
立
て
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ

れ
、
思
う
よ
う
な
活
動
に

至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
、
家
庭
、
年
齢
的

に
そ
ろ
そ
ろ
幹
事
交
代
を

考
え
る
時
期
に
入
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
代
わ
っ

て
く
れ
る
人
材
は
い
て
も
、

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

仲
間
が
い
な
い
の
で
す
。

　

10
月
末
現
在
、
我
が
支

部
の
青
年
部
員
は
僅
か
８

人
。
１
年
後
に
は
６
人
に

減
少
の
見
込
み
で
、
こ
の

ま
ま
で
は
存
続
の
危
機
で

す
。
こ
の
問
題
は
私
の
支

部
に
限
っ
た
問
題
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

見
て
く
だ
さ
っ
た
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
が
活
動
に

協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

足場の組み立て等作業主任者
技能講習のお知らせ

【開催日時】�令和５年２月４日（土）、�
２月５日（日）の２日間�
午前９時から午後５時

【開催場所】�組合本部
【受講資格】�足場の組立て等に関する実務経

験３年以上かつ21歳以上
【受 講 料】11,000円
【定　　員】�30人�

（定員になり次第締め切り）
【締　　切】令和５年１月20日（金）
　※�詳細は所属支部まで問い合わせてくだ
さい。

技能講習受講者募集
　公共工事や大手建設事業者の建設現場に
おいて技能士資格を有する技能労働者が求
められています。技能士は仕事確保にも十
分役立つ資格です。
【募集職種】�左官（６人）�

建築板金（６人）�
畳製作（３人）

【講習期間】�令和５年１月より�
（月１回、計６回を予定）

【講習内容】技能検定１級、２級（実技）
【受 講 料】�組 合 員：20,000円（税込）�

組合員外：40,000円（税込）
【申込締切】令和４年12月23日（金）
　※詳細は所属支部まで

契
約
書
の
重
要
性
学
ぶ

改
正
民
法
学
習
会
を
実
施

　
【
税
金
対
策
部
】令
和
４

年
分
の
確
定
申
告
も
、
税

理
士
法
人
テ
ィ
グ
レ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
と
提
携
し
、
個

人
事
業
者
を
対
象
と
し
た

個
人
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
２
月
上
旬
か
ら
中
旬

頃
に
県
内
６
会
場
で
開
催

予
定
で
す
。

　

相
談
会
で
は
、
税
務
の

専
門
家
で
あ
る
税
理
士
法

人
担
当
が
、
聞
き
取
り
と

確
定
申
告
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
相
談
会
は
有
料
で

す
が
、
組
合
員
限
定
価
格

で
通
常
よ
り
割
安
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
費
以
外
の
費
用
は
、

売
上
規
模
や
申
告
内
容
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。仮
に
、

売
上
が
５
０
０
万
円
で
所

得
税
申
告
の
み
の
場
合
、

会
費
と
所
得
税
申
告
料
合

わ
せ
３
２
，０
０
０
円（
税

込
）
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
相
談
会

参
加
者
へ
は
案
内
を
送
付

し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
新
規
の
参

加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

岡
山
支
部
が
優
勝
つ
か
む

57
人
参
加
で
３
年
ぶ
り
開
催

　
【
岩
谷
委
員
長
】10
月
12

日
、
金
陵
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
３
年
ぶ
り
と
な
る

建
労
岡
山
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
開
催
さ
れ
、
57
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

風
が
吹
く
と
肌
寒
い
天

候
の
中
、
ス
タ
ー
ト
。

　

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
多

く
の
参
加
が
あ
る
中
、
今

大
会
は
岡
山
支
部
の
鬼
石

さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
が
と

て
も
速
く
感
じ
た
中
８
人

の
「
ニ
ア
ピ
ン
賞
」
受
賞

者
の
み
な
さ
ん
も
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

表
彰
式
な
し
の
流
れ
解

散
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
賞
で
頂
い
た
ゴ
ル
フ

マ
ー
カ
ー
は
大
事
に
使
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

優
勝
者
の
支
部
が
次
の

幹
事
と
な
り
ま
す
。
長
い

間
幹
事
を
務
め
た
和
気
支

部
の
み
な
さ
ん
、
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
ね
（
笑
）
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
次

は
春
頃
開
催
予
定
で
す
。

第
20
回
大
会
も
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
発
展
の
た
め
、
親

睦
深
め
、
ゴ
ル
フ
大
好
き

と
同
じ
く
ら
い
、
建
労
大

好
き
と
な
る
よ
う
永
遠
に

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
【
住
宅
対
策
部
】11
月
９

日
に
岡
山
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
て
「
工
事
請
負

契
約
書
の
重
要
性
、
及
び

改
正
民
法
に
関
す
る
学
習

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
行
政
書
士
の
齋

藤
充
正
先
生
を
招
い
て
、

建
設
業
界
か
ら
見
た
契

約
書
と
改
正
民
法
（
令

和
２
年
４
月
よ
り
施

行
）
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
の
解
説
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
時
間
と
い
う
時
間

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
組
合
員

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

お
り
、
終
了
後
の
ア
ン

新規参加者も募集
２月に個人相談会を実施

ケ
ー
ト
か
ら
も
か
な
り
高

い
満
足
度
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

契
約
書
を
作
る
際
に
必

須
と
な
る
11
（
最
大
15
）

項
目
に
つ
い
て
や
、
自
分

に
有
利
な
条
件
で
作
成
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
、
請
負
代
金
の
不
払

い
が
生
じ
た
際
に
契
約
の

事
実
を
裁
判
所
等
の
第
三

者
に
信
じ
て
も
ら
う
た
め

に
は
契
約
書
が
必
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
契
約
書
の

意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て

相
談
会
へ
参
加
希
望
の

方
は
事
前
に
支
部
へ
申

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
点
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
所
属
支
部
等
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　

令
和
５
年
10
月
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開

始
し
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ

ス
登
録
を
す
る
か
ど
う

か
は
任
意
で
す
が
、
制

度
開
始
時
か
ら
登
録
事

業
者
に
な
る
場
合
、
原

則
令
和
５
年
３
月
末
ま

で
に
申
請
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
申
告
時
期
に

は
登
録
す
る
か
ど
う
か

判
断
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
取
引
先

等
と
話
合
い
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

第
19
回
建
労
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

久しぶりのゴルフコンペで白熱

料金表（税込）
会　費 10,000円

所得税申告料
1,000万円未満 22,000円

1,000万円～
3,000万円未満 33,000円

3,000万円～
5,000万円未満 44,000円

5,000万円以上 55,000円～

消費税申告料
簡易課税 11,000円

本則課税 16,500円

※�青色申告65万円控除や不動
産所得等がある場合は、別途
料金が必要です。

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
正
民
法
に

関
し
て
は
建
設
業
に
も

関
わ
り
が
深
い
時
効
・

契
約
不
適
合
責
任
・
債

権
譲
渡
・
相
殺
・
保
証
・

利
率
と
い
っ
た
項
目
を

中
心
に
解
説
が
さ
れ
ま

し
た
が
、
法
律
用
語
は

難
解
な
も
の
も
多
く
、

解
説
時
間
も
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
も

う
少
し
そ
れ
ぞ
れ
に
特

化
し
た
学
習
会
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
リ
ク
エ

ス
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
今
後
も

様
々
な
学
習
会
の
開
催

を
目
指
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

齋藤先生の講義に真剣に耳を傾ける
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家族みんなで盛り上がる
支部青年部交流会を開催

　
【
井
原
支
部
】８
月
27
日
、

支
部
事
務
所
前
で
青
年
部

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
来
は
流
し
そ
う
め
ん

を
メ
イ
ン
に
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

令和５年度　職業訓練生募集
【訓 練 科】建築施工系・木造建築科　【訓練期間】２年間
【訓練日時】毎週土曜日と毎月第３水曜日（原則）　午前９時～午後５時
【訓 練 費】組合員　月額3,000円
【入校条件】原則、高等学校以上の卒業者で次のいずれかに該当する者

・�建築大工の事業所に常用労働者として雇用されている方（雇用保険の被保
険者）
・法人事業所の役員または同居の親族の方
・建築大工職で一人親方労災保険に加入している方

【特　　典】�テキスト、材料、昼食、交通費（事業主、一人親方は除く組合員に限る）支給
【入 校 日】令和５年３月末予定
【そ の 他】�入校を検討している方は見学が可能です。希望者は所属支部まで連絡してく

ださい。
【訓練場所】①倉敷校� ②岡山校

倉敷市幸町1-12（倉敷支部内）� 岡山市北区東古松1-14-1（岡山支部内）

　
【
技
術
対
策
部
】職
業
訓

練
倉
敷
校
は
訓
練
生
の
知

識
の
向
上
と
交
流
を
目
的

と
し
て
、
11
月
17
日
、
18

日
の
２
日
間
『
職
業
訓
練

生
交
流
集
会
』を
開
催
し
、

訓
練
生
９
人
、
講
師
３
人

が
、
広
島
県
の
呉
、
竹
原

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
　

毎
年
実
施
し
て
き
た

交
流
集
会
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
県
外
で
１
泊
で
の

見
学
は
実
に
３
年
ぶ
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
石
畳
の
通

り
に
沿
っ
て
日
本
各
地

の
旧
家
が
移
築
復
元
さ

れ
て
い
る
下
蒲
刈
町
の

『
三
之
瀬
地
区
』
を
訪

れ
「
松
濤
園
」
で
は
石

置
き
屋
根
に
豪
壮
な
井

ト
に
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
、
流

し
そ
う
め
ん
は
中
止
に
。

代
わ
り
に
、
輪
投
げ
と
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た

子
供
達
は
、
輪
投
げ

と
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
で
何
度
も
遊

ん
で
く
れ
、
中
に
は

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
盛
り
上
が

る
家
庭
も
あ
り
、
家

族
み
ん
な
で
楽
し
め

る
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

桁
組
を
持
つ
重
厚
な
建
物

を
、
江
戸
時
代
末
の
茶
室

「
白
雪
楼
」
で
は
様
々
な

趣
向
を
凝
ら
し
た
建
築
様

式
を
見
学
。

　

２
日
目
は
安
芸
の
小
京

都
と
呼
ば
れ
る
竹
原
を
訪

れ
、
漆
喰
壁
と
飴
色
の
格

子
が
続
く
町
並
み
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

現
地
ガ
イ
ド
の
説
明
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
訓
練

生
は
、
普
段
の
現
場
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
建

築
様
式
を
珍
し
そ
う
に
写

真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
訓
練
生
か
ら

は
「
普
段
見
る
こ
と
が
で

３
年
ぶ
り
の
県
外
１
泊

趣
向
凝
ら
し
た
建
築
を
見
学

き
な
い
物
ば
か
り
で
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
。
他
の

訓
練
生
と
も
仲
良
く
な
る

こ
と
が
で
き
、
改
め
て
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か

れ
、
有
意
義
な
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】建

設
国
保
で
は
、
被
保
険
者

に
治
療
等
の
医
療
費
を
確

認
し
て
も
ら
い
、
建
設
国

保
の
健
全
運
営
を
図
る
た

め「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
年
４
回
発
行
し
て
い
ま

す
。

　

12
月
末
頃
届
く
お
知
ら

せ
は
、
今
年
７
～
10
月
ま

　

近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
交

流
会
な
ど
の
親
睦
を
深
め

る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
開
催
で
き
た
こ

と
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
交
流
会
で
は
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な

会
を
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

回
参
加
で
き
な
か
っ
た
み

な
さ
ん
は
ぜ
ひ
、
次
回
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
【
女
性
会
】
10
月
18
日
、

女
性
会
交
流
集
会
を
開
催

し
、
玉
野
市
に
あ
る
渋
川

水
族
館
を
見
学
後
、
渋
川

マ
リ
ン
ホ
テ
ル
に
て
懇
親

会
を
行
い
、
31
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

水
族
館
入
館
後
、
ウ
ミ

基
本
組
織
と
の
繋
が
り
学
ぶ

オ
ッ
ト
セ
イ
の
餌
や
り
も
見
学

職訓生
交流集会

一生懸命ボールをすくう子供達

で
に
医
療
機
関
等
で
受

診
さ
れ
た
分
と
な
り
ま

す
（
左
上
表
参
照
）。

　

医
療
費
の
お
知
ら
せ

は
、
医
療
費
控
除
の
申

告
手
続
き
に
使
用
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
令
和

４
年
11
・
12
月
分
の
医

療
費
は
２
月
末
発
送
予

定
で
す
。
申
告
時
期
に

間
に
合
わ
な
い
可
能
性

が
高
い
た
め
、
医
療
機

関
等
の
領
収
書
に
基
づ

き
、
自
身
で
医
療
費
控

除
の
明
細
書
を
作
成
し
、

確
定
申
告
書
に
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

領
収
書
は
、
ご
自
宅
で

５
年
間
保
存
し
て
く
だ

さ
い
。

医療費のお知らせ医療費のお知らせ

医療費控除に使用可医療費控除に使用可
11・12月分は２月末発送予定11・12月分は２月末発送予定

ガ
メ
の
水
槽
で
は
餌
を
あ

げ
る
体
験
が
で
き
、
館
内

大
水
槽
で
は
瀬
戸
内
の

海
・
冷
た
い
海
の
生
き
物

と
、
温
か
い
海
の
生
き
物

に
分
か
れ
、
テ
ン
グ
ハ
ギ

や
エ
ゾ
メ
バ
ル
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
中
、
オ
ッ
ト

セ
イ
の
餌
や
り
タ
イ

ム
が
始
ま
り
、
参
加

者
は
オ
ッ
ト
セ
イ
の

可
愛
さ
に
く
ぎ
づ
け

で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
渋
川

マ
リ
ン
ホ
テ
ル
で
昼

食
懇
親
会
の
料
理
を

堪
能
。
食
後
に
山
本

書
記
長
に
よ
る
講
演

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

基
本
組
織
と
女
性
会
と

の
繋
が
り
に
つ
い
て
や
組

合
の
歴
史
、
全
国
の
女
性

会
の
状
況
な
ど
、
組
合
記

念
誌
等
を
使
っ
た
講
演
に
、

参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

ウミガメの大きさにビックリ

ガイドの説明を熱心に聞く生徒達

女
性
会
交
流
集
会

江戸時代末の茶室で抹茶を頂く

医療費のお知らせ
診療月 発送月

1・2・3月 5月末
4・5・6月 8月末
7・8・9・10月 12月末
11・12月 2月末

被保険者記号・番号 国民健康保険医療費のお知らせ
岡304　ワ1000 令和4年○月作成
受診
年月

受診者
氏名

医療機関等の
名称

診療
区分

入院・通院・
柔整の日数 医療費の額 患者一部負担金

04�09 建設�太郎 オカケン病院 2 2 3,890 1,167
04�10 建設�花子 オカケン歯科 3 1 12,350 3,705

合計 3 16,240 4,872

診療等を受け
られた年月

医療費全額 医療費控除
対象額
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ま
す
。

　

図
面
を
書
く
仕
事
を

し
て
い
た
父
の
影
響
で
、

池
田
さ
ん
自
身
も
鉄
骨

施
工
図
の
製
作
を
し
て

お
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
在

宅
ワ
ー
ク
が
可
能
で
す
。

　

移
住
し
た
こ
と
で
、

毎
日
の
満
員
電
車
や
渋

滞
の
ス
ト
レ
ス
が
な
く

な
り
、
自
分
と
家
族
の

時
間
が
増
え
ま
し
た
。

見
学
で
知
っ
た
近
所
の

方
の
温
か
さ
も
、
移
住

の
決
め
手
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
お
子
さ
ん
も

「
も
っ
と
早
く
来
た
か

っ
た
」
と
楽
し
い
山
暮

ら
し
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

「
今
年
の
冬
に
は
子

供
達
の
た
め
に
も
ツ
リ

ー
ハ
ウ
ス
を
完
成
さ
せ

た
い
」
と
語
る
池
田
さ

ん
。
広
い
敷
地
を
利
用

し
、
露
天
風
呂
や
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
な
ど
、
作
り

た
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

庭
に
出
る
と

大
好
き
な
鳥
が

見
え
、
窓
か
ら

見
え
る
景
色
に

は
自
然
が
あ
ふ

れ
キ
ャ
ン
プ
の

よ
う
。「
私
達
に

は
こ
の
生
活
が

あ
っ
て
い
た
」

と
笑
顔
で
魅
力

を
伝
え
て
く
れ

ま
し
た
。

つ
こ
と
が
で
き
る
象
徴
で

す
。
一
般
的
に
う
さ
ぎ
年

は
、
家
内
安
全
や
植
物
の

成
長
、
ま
た
新
し
い
事
に

挑
戦
す
る
の
に
良
い
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
ネ
ズ
ミ
年

か
ら
４
年
連
続
で
、
干
支

の
福
鈴
を
作
っ
て
い
ま
す
。

和
紙
を
切
り
貼
り
し
て
作

る
の
で
、
丸
み
を
帯
び
た

う
さ
ぎ
の
お
し
り
な
ど
を

作
る
の
は
な
か
な
か
難
し

く
苦
労
し
ま
し
た
が
、
４

回
目
と
も
な
る
と
慣
れ
て

291

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

家族で移住し夢を実現
ストレスフリーな「山暮らし」
久米支部 池田裕之さん（鉄骨工・46歳）

　

「
不
便
な
こ
と
は
特
に

な
い
」「
引
っ
越
し
て
き
て

余
裕
が
増
え
た
ね
」
と
顔

を
見
合
わ
せ
る
池
田
さ
ん

ご
夫
婦
。
２
年
前
の
12
月

に
、
千
葉
県
船
橋
市
か
ら

久
米
郡
に
家
族
４
人
で
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
と
も
関
東
で
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、
山

暮
ら
し
に
憧
れ
移
住
を
決

意
。
元
々
多
趣
味
な
池
田

さ
ん
で
す
が
、
特
に
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
キ
ャ

ン
プ
な
ど
の
自
然
に
関
す

る
趣
味
を
長
く
続
け
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
買
い
取

っ
た
古
民
家
で
自
然
に
溢

れ
た
生
活
を
満
喫
し
て
い

津山支部
小林二生子

　

来
年
は
う
さ
ぎ
年
な
の

で
、
福
鈴
う
さ
ぎ
を
作
り

ま
し
た
。
う
さ
ぎ
は
飛
び

は
ね
る
特
徴
が
あ
る
た
め
、

景
気
が
好
転
、
ま
た
は
回

復
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し

て
お
り
不
安
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
が
、
新
年
ま
で

あ
と
少
し
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
う
さ
ぎ
は
穏
や

か
で
温
厚
な
性
質
で
愛
情

深
く
、
良
好
な
関
係
を
保

素敵な１年になりますように

き
た
も
の
で
、
１
時
間
半

ほ
ど
で
完
成
し
ま
し
た
。

　

暗
い
運
気
を
払
い
「
う

さ
ぎ
年
の
福
よ
来
い
」と
、

家
族
や
友
達
が
幸
せ
に
な

る
よ
う
願
い
を
込
め
て
干

支
飾
り
を
手

作
り
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、

長
い
間
家
族

の
た
め
に
仕

事
を
頑
張
っ

て
き
た
お
父

さ
ん
。
色
々

と
身
体
も
不

都会では見られない珍しい鳥も

調
が
あ
り
ま
す
が
、
健

康
に
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
ね
。
こ
の
場
を
借

り
て
家
族
よ
り
「
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」。

「丸のこ等取扱い作業従事者教育」
受講者募集

【開催日時】令和５年２月19日（日）�
午前８時50分から午後１時�
（昼食休憩なし）

【場　　所】組合本部　３階会議室
【受 講 料】9,200円（テキスト代含む）
【定　　員】30人（定員になり次第締め切り）
【受講対象】丸のこ等を使用する組合員

（組合員外でも事業主が組合員で
ある従業員は申込可能）

【締　　切】令和５年２月３日（金）
【実施機関】建設業労働災害防止協会
※�申込者が25人未満の場合は開催を見送りま
す。

※�詳細は所属支部まで問い合わせてください。

　
【
津
山
支
部
】秋
も
深
ま

っ
た
10
月
30
日
、
津
山
支

部
の
29
人
の
仲
間
と
広
島

県
の
宮
島
に
日
帰
り
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
旅

行
で
し
た
が
、
幸
い
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
旅
行
日
和

で
し
た
。
午
前
７
時
に
支

部
を
出
発
し
、
宮

島
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
補
修
工
事

が
行
わ
れ
て
い
た

大
鳥
居
は
、
足
場

の
撤
去
作
業
が
ほ

ぼ
終
わ
り
、
絶
景

を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

重
要
文
化
財
で

千
畳
閣
と
呼
ば
れ

る
豊
国
神
社
を
見

学
し
た
後
、
昼
食

に
は
ふ
か
ふ
か
の
穴
子
め

し
、
カ
キ
フ
ラ
イ
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
各
自
で
お
土

産
探
し
や
自
由
散
策
を
楽

し
み
、
午
後
７
時
ご
ろ
に

津
山
支
部
へ
と
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
支
部
の
み
な
さ

ん
と
の
親
睦
も
深
ま
り
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か

行
け
ず
待
ち
遠
し
か
っ
た

旅
行
が
実
現
し
、
そ
の
行

き
先
が
、
人
と
神
々
が
生

き
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

島
『
宮
島
』
で
あ
っ
た
こ

と
は
本
当
に
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
の

運
転
手
さ
ん
を
始
め
、
こ

の
旅
行
に
携
わ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

深
ま
る
秋
と
支
部
の
親
睦

日
帰
り
旅
行
で
宮
島
へ

第３回「建労岡山写真展」作品募集
【対象作品】�①組合員自らが製作し撮影したもの

②�製作した作品は組合員の技術を活か
したもの
③過去に披露したことのないもの
※①②③の要件全てを満たすこと

【提出方法】�所定の申請用紙とＡ４で印刷した写真
もしくは写真データを添えて所属支
部に提出してください。

【締　　切】令和５年３月31日（本部必着）
【参 加 賞】クオカード3,000円分
【備　　考】�①�応募作品は本部定期大会で展示しま

す。応募写真は原則返却しません
（返却希望分のみ返却）
�②�応募作品数は応募順で40作品程度
の予定です。

　※詳細は所属支部へ問い合わせてください。

立派な建築物に心うばわれる

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 補 助
【対象期間】令和４年10月１日～令和５年１月31日
【対 象 者】組合員とその家族（建設国保の資格がある方）
【補助金額】1,500円（1,500円未満は実費分）
【申請期間】令和５年２月28日まで
　※詳細は所属支部にお問い合わせください。
　※領収書は必須記載事項があります。ご注意ください。

幸
せ
の
願
い
を
込
め
て

和
紙
で
つ
く
る
福
鈴
う
さ
ぎ

〈
県
　
内
〉

２
日　

合
同
会
議

７
日　

四
役
会
議

８
日

　

働
き
方
改
革
学
習
会

11
日

　

�

青
年
部
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

18
日

　

�

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別

教
育

21
日　

執
行
委
員
会

〈
県
　
外
〉

２
日

　

予
算
要
求
中
央
行
動

３
日

　

�

中
国
地
協
青
年
部
幹
部

会
議

12
日

　

�

中
国
地
協
委
員
長
・
書

記
長
会
議（
広
島
）

13
日　

国
税
局
交
渉

14
日　

　

★�

全
国
賃
対
部
長
・
担

当
者
会
議

20
日　

中
国
整
備
局
交
渉

※
★
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

※�

本
部
は
29
日
～
１
月
４

日
を
年
末
年
始
休
暇
と

し
ま
す
。


